
平成29年度
自治体向け グループホームの実態調査

集計期間：平成29年7月1日～平成29年8月31日

回答自治体数 81自治体
回答方法：書面・郵送にて回収



平成29年度 自治体向け グループホームの実態調査

• ⅰある -【回答数：70】 →Ｂ１へ
• ⅱない -【回答数：11】 →Ａ２へ

A1.市町村内にグループホーム事業所はありますか？

• ⅰ グループホームの整備計画がない。
• ⅱ 計画はあるが、運営する事業者がいない
• ⅲ グループホームに対する需要がない
• ⅳ その他

A2.グループホームがない理由を下記の中から理由をお選びください（いくつでも）

-【回答数：8】
-【回答数：0】
-【回答数：2】
-【回答数：5】

その他の回答

・人口約3,400人の町に特養2ヵ所（110床）、老健1ヶ所
（70床）、養護老人ホーム1ヶ所（50床）あり、在宅が困
難になった方はいずれかの施設に入所することができ
ている
・これまで整備計画がなかったが、平成30年4月に開設
したい旨の相談を行っている

・近隣市町村のグループホームを利用している
・隣町に共同でも指定している事業所がある。
・日高東部3町による協定のもと、施設所在地を浦河町
として、2棟あり、その内、えりも枠があるため

※問A1で『ⅱない』と回答された方のみ【回答数：11】
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ⅱない
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ⅰある ⅱない

回答数

73

平成29年度 自治体向け グループホームの実態調査

B１.グループホームでの共用型デイサービスを実施している事業所はありますか？

※ⅰある →B3へ・ⅱない →B2へ
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B2.共用型デイサービスの実施がない場合、下記の中から理由をお選びください（いくつでも）

選択数
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ⅰ 共用型デイサービスの有用性がない

ⅱ 通常のデイサービスで認知症も受け入

れが可能な事業所が多いので必要ない

ⅲ 共用型デイサービスの実施を希望する

グループホームがない

ⅳ 共用型デイサービスの計画がない

ⅴ 共用型デイサービスというものを詳しく

知らない

ⅵ 共用型デイサービスの予算がない

ⅶ その他

その他の回答
・認知症対応型通所介護事業所で対応

平成29年度 自治体向け グループホームの実態調査

※問B1で『ⅱない』と回答された方のみ【回答数：59】



平成29年度 自治体向け グループホームの実態調査

B3.共用型デイサービスの実施をしている場合、第６期介護保険計画（平成２
７年～２９年）の共用型デイサービスの実施状況をお答えください

市町村名
自治体のグループホームの

事業所数
そのうち、共有型デイサービ
スを実施している事業所数

平成２８年度の短期利用の
利用実態

秩父別町 1 1 1

平取町 1 1 0

標茶町 2 1 0

名寄市 2 2 170

江差町 2 2 170

厚岸町 2 2 105

白老町 5 2 512

後志広域連合 11 2 7

江別市 19 1 0

帯広市 33 2 12

釧路市 37 4 72

小樽市 38 3 39

函館市 46 1 3

札幌市 252 29

総数 451 53 1091

※問B1で『ⅰある』と回答された方のみ【回答数：14】



ⅰ予定

なし
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C1.第７期介護保険計画（平成３０年～３２年）に共用型デイサービスの計画をする予定ですか？

回答数
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平成29年度 自治体向け グループホームの実態調査

※ⅰ予定なし →Ｃ２へ・ⅱ予定あり →Ｃ３へ
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C2.共用型デイサービスの計画がない理由を、お選びください（いくつでも）

選択数

97
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ⅰ 共用型デイサービスの有用性がない

ⅱ 通常のデイサービスで認知症も受け入

れが可能な事業所が多いので必要ない

ⅲ 共用型デイサービスの実施を希望する

グループホームがない

ⅳ 共用型デイサービスの計画がない

ⅴ 共用型デイサービスというものを詳しく

知らない

ⅵ 共用型デイサービスの予算がない

ⅶ その他

その他の回答

・未定【6】
・共用デイが真に必要とされるサービスであるか、ケア
マネが適切にプランに位置づけることが出来るかを精
査する必要がある。そのため現段階では具体的な計
画はない。

・計画策定中であり、現段階では予定の有無について
回答できません

・平成17年認知症デイが開設しており、加えて第6期介
護保険計画において、小規模多機能型居宅介護を開
設したため
・認知症対応型通所介護事業所で対応
・今後検討予定あり
・わかりません
・利用者がいない、事業所の送迎体制が整わない

平成29年度 自治体向け グループホームの実態調査

※問C1で『ⅰ予定なし』と回答された方のみ【回答数：67】



平成29年度 自治体向け グループホームの実態調査

C3.共用型デイサービスの計画がある場合、計画数をお答えください。

※問C1で『ⅱ予定あり』と回答された方のみ【回答数：7】

市町村名 計画事業所数 計画述べ利用数 その他

秩父別町 1 1

函館市 1 3

根室市 1 6

名寄市 2 170

江差町 2 170

厚岸町 2 検討中

札幌市
事業所・延べ利用者数ともに計画数は定めていないが、新規指定の
申請にあたって特に制限は設けておらず、随時申請を受けている。

総数 9 350
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D1.グループホームでの短期利用を実施している事業所はありますか？

回答数
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平成29年度 自治体向け グループホームの実態調査

※ⅰある →D3へ・ⅱない →D2へ
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D2.グループホームでの短期利用を実施していない理由をお答えください。（いくつでも）

選択数

77

その他の回答
・研修修了者の確保ができてないため実施できない
・特養や老健で認知症も受け入れが可能な事業所があるので必要ない
・未定

平成29年度 自治体向け グループホームの実態調査

※問D1で『ⅱない』と回答された方のみ【回答数：56】
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ⅰ グループホームの短期利用の有用性

がない

ⅱ 特養や老健で認知症も受け入れが可

能な事業所が多いので必要ない

ⅲ グループホームの短期利用の実施を

希望するグループホームがな

ⅳ グループホーム短期利用の計画がな

い

ⅴ グループホーム短期利用というものを

詳しく知らない

ⅵ グループホーム短期利用の予算がな

い

ⅶ その他



平成29年度 自治体向け グループホームの実態調査

D3.グループホームでの短期利用の実施があるとお答えになった場合、

※問D1で『ⅰある』と回答された方のみ【回答数：18】

市町村名
自治体内のグループホー

ムの事業所数
そのうち、短期利用を実
施している事業所数

平成２８年度の短期利用の利用実態

比布町 1 1 0

平取町 1 1 わかりません

足寄町 2 1 ※平成29年度から実施

厚岸町 2 2 5

森町 3 2

富良野市 5 1 0

夕張市 5 1 1

士別市 5 1 1

登別市 7 3 把握していない

稚内市 8 1 0

北斗市 8 2 6

石狩市 16 2 0

岩見沢市 17 1 0

北見市 32 2 2

帯広市 33 3 2

釧路市 37 2 2

函館市 46 5 0

札幌市 252 41

総数 480 72 19
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E1.第７期介護保険計画（平成３０年～３２年）にグループホーム短期利用の計画をする予定ですか？

回答数
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平成29年度 自治体向け グループホームの実態調査

※ⅰ予定なし →E２へ・ⅱ予定あり →E３へ
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E2. グループホーム短期利用の計画がない理由を、お選びください（いくつでも）

選択数

82

その他の回答
・第６期介護保険計画において、小規模体機能型居
宅介護を開設したため

・計画策定中であり、現段階では予定の有無につい
て回答できません。
・どのグループホームも満室なので
・今後検討予定あり
・わかりません

・利用実績はあるが、グループホームで空きが発生し、か
つ他の短期入所事業所で満床となった時に利用している
というのが実態であり、恒常的な利用は考えにくいため
・未定【6】
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ⅰ グループホーム短期利用の有用性が

ない

ⅱ 通常のデイサービスで認知症も受け入

れが可能な事業所が多いので必要ない

ⅲ グループホーム短期利用の実施を希

望するグループホームがない

ⅳ グループホーム短期利用の計画がな

い

ⅴ グループホーム短期利用というものを

詳しく知らない

ⅵ グループホーム短期利用の予算がな

い

ⅶ その他

平成29年度 自治体向け グループホームの実態調査

※問E1で『ⅰ予定なし』と回答された方のみ【回答数：61】



平成29年度 自治体向け グループホームの実態調査

E3.グループホーム短期利用の計画がある場合、計画数をお答えください。

※問E1で『ⅱ予定あり』と回答された方のみ【回答数：10】

市町村名 計画事業所数 計画述べ利用数 その他

士別市 1 2

足寄町 1 72

北竜町 1 100

比布町 1
○短期利用の計画はあるが計画人数について今後、事業所
との協議の上、検討

北見市 2 10

厚岸町 2 検討中

三笠市 3 ○詳細はまだ未定

札幌市
○事業所・延べ利用者数ともに計画数は定めていないが、短期利用の申請にあたっ
て特に制限は設けていない。

総数 11 184


